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および妊娠中の者を除く)に改訂 4)管理区域に係

1 .まえカ〈き る線量当量等については従来の水中の放射性同位元素

の濃度の規定が省かれた。 5)しゃへい物に係る線量

近畿大学原子力研究所における平成元年 4月より平 当量限度では事業所の境界および事業所内の人が居住

成 2年 3月までの 1年間の放射線管理の結果を報告す する区域における規定が 250μSv/3月と 1/5に低

る。平成元年 4月における放射線業務従事者は原子力 下，厳しくなった。 6)排気，排水に係る放射性同位

研究所および理工学部，薬学部，農学部など教員52 元素の濃度限度については排気口文は排水口における

名.X線業務従事者等12名，卒業研究のため原子炉施 排気中文は排水中の 3月間の平均濃度(旧法令では 8

設利用の理工学部23名，障害防止法に係る放射線業務 時間についての平均濃度〉を告示，別表第 lに示す濃度

従事者として理工学部学生など100名(京大原子炉実 限度以下とする。 7)場所における放射線の量および

験所なと‘への外部派遣学生を含む)計187名が放射線 汚染の状況の測定項目は 1cm線量当量率 [H1 cmJ. 

管理の対象となった。 ただし 3mm線量当量率 [H3 mmJ又は70μm線

平成元年 l年間の原子炉の運転状況は，最高熱出力 量当量率 [H70μmJが [H1 cmJの 3倍文は10倍

1ワット，積算熱出力量 381W・hr.延運転時間は535 を超える恐れのある場所においては [H3 mmJ又は

時間で，中性子発生装置の運転は今年度実施されな [H70μmJ とする。 8)人体の線量当量の測定で

かった。科学技術庁による平成元年度原子炉施設定期 は，外部被ばくは胸部(女子は腹部〉について [H1 

検査は平成元年 3月27日---28日および保安規定遵守状 cmJ. [H 3 mmJ. [H70μmJを測定する。 9)健康

況調査は平成元年 6月16日に行われ，無事合格した。 診断については l年を超えない期間毎に実施。 10)緊

平成元年度より，国際放射線防護委員会 CICRP) 急作業に係る線量当量限度は 100mSvに低下，厳し

の新勧告 (Publ.26)の取入れに伴う放射線障害防 くなった。

止法等関連法の改正が実施され，施行された。その主 以上，大巾な改正に従って，用語および新単位の導

な改正点は. 1)用語，単位などの変更 2)X・7線 入を実施し，測定等に見直しを行い、平成元年度に定

および中性子線による線量当量の評価法の改正 3) 期的に実施した環境放射能調査等の結果について以下

実効線量当量，組織線量当量の採用，最大許容集積線 に報告する。

量の廃止および実効線量当量限度 (50mSv/年).組

織線量当量限度(眼の水晶体 150mSv/年(4月 l日

を始期とする l年) ).その他の組織 500mSv/年，

女子の腹部13mSv/3月(妊娠不能と診断された者
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2.1 健康診断

2.個人管理
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原子力研究所原子炉施設保安規定および放射線障害

予防規定に基づく放射線業務従事者に対する健康診断

のうち，血液検査は放射線業務に従事する前および従

事してからは，年 1回実施することに変更した。

検査は当大学医学部付属病院に測定を依頼して行っ

た。その結果を第 1---4表に示した。これによると白

血球数において3000---4000~rnrn3 の範囲の者が若干

名がいたが，再検査および問診等により，生理学的変

動で，放射線被ばくによると思われる異常とは認めら

れなかった。その他皮府，爪の異常および水晶体の混

濁などについても放射線被ばくによると思われる異常

はなかった。

2.2 個人被ば.く線量当量の管理

個人被ばく線量当量の測定は昨年度までと同様にフ

ィルムバッジを主に，必要に応じて熱蛍光線量計(以

第 1表白血球数

平成元年 4月
検 査 年 月

教職員 A守i一み 生

血球数白

9000以上 2 2 

5000---9000 51 93 

4000--5000 8 33 
(~mm3) 4000未満 4 3 

計 65人 131人

第 2表赤血球数

平成元年 4月
検 査 年 月

教職員 子，ll4与 生

550以上 2 8 

理数
450---550 46 111 

400---450 17 12 
(万~mmり 400未満 。 。

百十 65人 131人
」ーーー

下 TLDとする)またはポケット線量計を補助線量計

として行った。フィルムバッジは広範囲用 (X. r， 

β線)，中性子線用あるいは 7線用が用いられ.作業

者の利用頻度により l月間あるいは 3月間毎に実効線

量当量の測定を業者に依頼している。フィルムバッジ

などによる 1年間の実効線量当量を第 5表に示した。

これによると年間の実効線量当量は最高0.4rnSvで実

効線量当量限度および組織線量当量限度に達した者は

なく，中性子線用フィルムバッジによる測定では検出

限界以上のものは皆無であった。平成元年 1年間の l

人平均線量当量は放射線業務従事者については.いず

れもフィルムバッジの測定結果で検出限界以下は 0と

して集積したので 0となった。作業時の実効線量当量

の管理目標値，調査レベルをこえた場合は皆無で，原

子炉施設およびトレーサー・加速器棟における作業に

おいて内部被ぱくの予想される事例はなかった。

第 3表血色素量

平成元年 4月
検 査 年 月

教職員 A子よI一L 生

色血素量

16.0以上 19 66 

14.0---16.0 40 54 

12.0---14.0 6 11 

(g~d .e ) 12. 0未満 O 。
言十 65人 131人

第 4表 白血球百分率

平成元年 4月
検 査 年 月

教職員 品ずみー 生

3.0---16.0 0----19.5 

分 葉 核 28. 0---63. 0 17.0---80.。
好 酸 球 0---13.0 。---14.0 

好 塩 基 球 0---3 . 0 。---3. 0 

ン /、。 球 17. 0----56.。7.0----58.0 

単 球 2.0----16.0 1.0---17.0 

第 5表放射線業務従事者の実効線量当量

rnSv 線量 当量分布 総 線 量 平均線量 最大線量

当量 当量 当量
区分 <5 5 ----15 15----25 25--50 50< 合計 (人・ rnSv) (rnSv) (rnSv) 

教 員 64 O 。 。 。 64 O. 6 0.0 0.4 

A+  L 生 123 。 。 。 。 123 。 O. 0 。
計 187 。 O 。 。 187 0.6 0.0 0.4 

L一 一一

*“O. 1rnSv以下"(検出限界以下)は 0として集積した。
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となった。 トレーサー・加速器棟においては月間 7線

3. 研究室管理 量当量はいずれの場所においても0.1mSv以下，すな

わち“検出限界以下"であった。中性子線量は中性子

3.1 場所における線量当量率の測定 線用フィルムバッジによる測定でいずれの場所も“検

原子炉施設およびトレーサー・加速器棟における線 出限界以下"であった。

量当量率の測定は電離箱式エリアモニタによる連続測

定および記録の他.電離箱式サーベィメータ CAloka

製 ICS-101および ICS-151など)， GM管式サー

ベィメータ CAloka製 TGS-113など)を用いて

行った。また平均 7線線量当量率は個人被ばく線量測

定用のフィルムバッジおよび TLDC松下電器産業(株)

製， UD-200S， CaSO.j (Tm) )を用いて 1ヶ月間

の積算線量当量から計算により求めた。

3.1.1 フィルムバッジによる測定

第 6表にフィルムバッジによる月間積算線量当量の

測定結果を示した。これによると原子炉施設内におい

て，測定を行なった点の内最高は原子炉遮蔽タンク上

部で，平成元年12月に月間0.5mSvおよび年間の 7線

の集積線量当量は検出限界以下を 0とすると1.7mSv 

3.1.2 TLDによる測定

TLDによる月間平均 7線線量当量率 (μSv/h)

は l月間の積算線量 (μSv)を設置時間で割り，計

算した。原子炉施設内 8点(第 1図〕の月平均 7線線

量当量率の 1年間の経時変動を第 7表，第 2図に示し

た。これによると原子炉室内においては原子炉稼働時

間の多かった平成元年 6，10， 12月に高く，最高値は

原子炉遮蔽タンク下部において最高値0.13mSv/hを

示した。 トレーサー・加速器棟15点(第 3図)の月平

均7線線量当量率の変動を第 8表，第 4図に示した。

最高値は貯蔵室前の51μSv/hであったが，その他は

年平均値でほぼ16μSv/h以下であった。この 7線線

量当量率の最高値を示す場所で 1週48時間作業したと

しても最高で36μSv/Wとなり，作業場所における

第 6表 各施設における月間集積線量当量 単位:mSv 

平成元年 平成 2年 年間集積
調リ 定 位 置

7月 8月 9月 10月 11月 12月 l月 2月 3月 線量当量4月 5月 6月

原
原子炉遮蔽タンク上部 <0.1 0.2 0.3 0.1 <0.1 <0.1 0.2 0.3 0; 5 0.1 <0.1 <0.1 1.7+ 5X 

子
原子炉室 入 口 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 O.1+l1X 

中性子源照射室入口 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 く0.1 0.4 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 O.4+UX 
!炉

核燃料物質取扱場所 O.4+10X <0.1 <0.1 く0.1<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 0.3 0.1 <0.1 <0.1 <0.1 
施

核燃料物質 保管 場所 <0.1 <0.1 0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 O.1+l1X 
吾ロ又川.

コン ト ロール室 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 く0.1<0.1 12X 

加 速 器 操作室 <0.1 <0.1 く0.1<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 12X 

RI 
H-1室 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 12X 

ト 実 H-2室 <0.1 <0.1 く0.1<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 12X 
レ

時貧 L-1室 12X <0.1 <0.1 く0.1<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

サ
F孟晶司

L-2室 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 く0.1<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 12X 

R 1貯蔵室前廊下 <乱 l <0.1 く0.1<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 12X 

力日 排 気 機 械 室 <0.1 <0.1 くな l <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 12X 

速
排水 ポ ン プ室 <0.1 <0.1 く0.1<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 12X 

器

棟 L 室 外 居ニ主宰:与 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 12X 

<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 12X 

<0.1 <0.1 く0.1<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 12X 

周辺監視区域境界 (4ヵ所) <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 く0.1く0.1<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 12X 

原子炉運転延熱出力 (W・h) 2.54 28.53 61. 87 22.56 19.29136.85 61. 90 51. 10 53.64 27.64 6.66 8.53 381. 11 
L 

<0.1 :検出限界以下(X)
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で平成元年 5月の8.5μSv/hで，値は実視1]値で示し

た。

3.2 空気中および水中放射能濃度の測定

3.2.1 空気中放射能濃度の測定

原子炉施設およびトレーサー・加速器棟における排

気口の空気中放射能濃度は富士電機製連続j戸紙式夕、ス

トモニタを用いて測定し，第10， 11表に測定結果をま

とめた。原子炉施設においては排気フィルター後で連

続測定を， トレーサー・加速器棟においては施設使用

時に限って連続吸引測定を行った。原子炉施設および

トレーサー・加速器棟の管理区域内(それぞれ炉室内

および各使用施設内)の空気中放射性物質濃度(全3

放射能濃度〉の測定を富士電機製固定j戸紙式ダストモ

ニタ (NAD-1，NHR)により行い，その結果を第12

表および第13表に示した。これによると，原子炉施設

1 mSv/Wをはるかに下回っている。

3.1.3 連続放射線綜合モニタによる測定

原子炉施設およびトレーサー・加速器棟において

は，いずれも富士電機製造(株)製 7エリアモニタ，ダス

トモニタ，ガスモニタ.7kモニタを設置する連続放射

線綜合モニタにより放射線監視および連続記録を実施

している。

原子炉室内の線量当量率の測定は電離箱式エリアモ

ニタ(富士電機製，容量 5fL )により行い，測定結果

を第 9表に，原子炉施設におけるエリアモニタにより

測定した月間平均線量当量率の変動を第 9表に示し

た。後者には，原子炉運転中の平均値，原子炉運転休

止時(パックグラウンド〉の平均値を示した。バック

グラウンドは年平均0.17"-'0.29μSv/hで原子炉運転

中における月間平均値の最高は原子炉遮蔽タンク上部

6・原子炉室
排
気
機
械
室

準
備
室

測
定
室

ω

測
定
室
川
h
f

N
j
I
下

l原子炉 l

¥1ー令7(上)

8 (下)
実

験

室

モニタ一室 1・機

械

室

-測定点

原子炉施設における 7線線量当量率測定点第 1図

原子炉施設内における月間平均 7線線量当量率の変動

No. 調1] 定 個 所 変
(Xl動0-2μS

範
v/h)囲 平 (x10-2

均
μSv/h) 

値

モ 一 タ 室 7.70- 9.60 8. 65:¥:: O. 53* 一

2 コ ン ト ロ 一 /レ '主ーιー・ 8.27-12. 17 9. 54:¥:: 1. 11 

3 原 子 炉 炉主品ー・ 入 口 9.10-19.56 12.70:¥::2.85 

4 核燃料 物 質 保 管 場 所 9 . 76---20. 88 13.03:¥::3.24 

5 核燃料物質使用場所 10. 79-18.28 13. 52:¥:: 1. 95 

6 核燃料物質取扱場所 9.24---18.29 12. 50士2.70 

7 原子炉遮蔽タンク上部 11. 75---74. 69 30. 36士19.32

8 原子炉 遮蔽タンク南下部 13.23-134.5 46.73:¥::35.16 

第 7表
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*標準偏差
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の管理区域における 1年間の放射性物質濃度の平均値 の濃度よりは大きい値となっている。

は，原子炉運転中および休止時についてダスト吸引中 1) 排気口における平均放射性物質濃度

の飽和値ではそれぞれ3.6 x 10-(l B q / cm aおよび3.8 原子炉施設における平成元年度の放射性気体廃棄物

x 10-日Bq/cm:lと，ダスト吸引停止10時間後および の放出量を第16表に示した。ガスモニタによる実測値

17時間後についても，原子炉運転中および休止時いず はいずれの 3月間においても検出限界以下であったた

れもほぼ同レベルになった。第14表に原子力研究所原 め.排気口における平均放射性物質濃度を 1ワット原

子炉施設周辺監視区域境界付近における空気中放射 子炉運転実績により計算で求めた。 UTR-KINKI，

性物質濃度を示した。吸引中飽和値の年平均値は1.0 ワットで運転した場合の41Ar生成率を『放射線管

X 10-6 B q / cm:1であった。これは自然放射性核種で 理マニュアル』より 1.48 x 10OBq/hrとして

あるラドン・トロン系の崩壊産物を含むもので第16表 41Ar放出率 CBq/hr)

に示した原子炉の運転実績により計算で求めた41Ar =4 I Ar生成率 (Bq/hr)X年間の運転

(μSv/h) 

0.20 • ・原子炉室入口 核燃料保管場所

0.15 

0日.ィイ+'，冷
~ニニー-1:壬ー~ー

0.05 

O 

ヲZf.ヰ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平成 2 3 
7じ千 2年

第2-1図 原子炉施設内における空間 7線線量当量率の変動
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実績(hr)/当該期間の時間 (365x 24hr) である。今年度の放出量は管理目標値以下であっ

排気口の平均放射性物質濃度 CBq/cmり = 41Ar t，こ。さらにこれらの放出実績をもとに周辺監視区域境

放出率 CBq/hr)/換気率 (cm:l/hr) 界付近における気体廃棄物のみによる被ばく評価を以

ここで施設の換気率は44.6m:1/minである。近畿 下 2)'"" 4)により計算して第16表に示した。これに

大学原子炉施設における放射性気体廃棄物の放出管理 よると，総合モニタによる気体廃棄物に由来すると思

目標値は11Ar生成率に，当施設の年間の最大運転実 われる放射性物質濃度は検出限界以下であるため，原

績(1ワット時)1， 200時間を乗じた年間1.7 x 10HBq 子炉の 1年間の運転実績をもとに 7線外部被ばくによ

No. 

R 

2 H 

3 H 

4 L 

5 L 

6 力日

7 持ド

8 排

9 調リ

10 貯

11 暗

12 廊

13 廊

14 放

15 汚

*標準偏差

6 
操作室

2F 

N.....r-十

lF 

-測定点

第 3図 トレーサー・加速器棟における 7線線量当量率測定点

第 8表 トレーサー・加速器棟内における月間平均 7線線量当量率の変動

調リ 定 個 所 変
(Xl動0-2μS

範
v/h)囲

平均μ 値
(x 10-2 u Sv/h) 

実 月負 室 8.80'""14.63 11. 49土 1.61 * 
2 室 7.21"-11.07 10.11土1.07 

，孟~・ 6.91"-11. 46 9 . 89::t 1 .25 

2 ，孟-'-0 11. 00"-22. 38 16.25土4.16
，豆-'-<・ 7.06"-11. 15 9.88土1.08 

速 器 操 作
炉豆ム. 6 . 00"-9 . 62 8.56土1.08 

水 ポ ン プ 室 5 . 72"-9 . 85 8.42土1.08 

気 機 械 'j邑-・ 6.42"-11. 19 9 . 22::t 1 . 19 

定 室 7 . 97'""12. 33 11. 06土1.20 

蔵 F主....... 前 28. 85"-51. 36 40.63土 5.98

室 7 . 65"-11. 99 10.58土1.16

下 (H 室 前〉 6 . 16"-9 . 53 8.77土 0.95

下 (L 孟炉晶司.
前〉 6.60"-10.90 9.38土1.13 

射 線 #邑笠= 理 'j忌-・ 6.50"-11. 21 9 . 4 7::t 1 . 26 

染 検 査 室 7 . 01 "-10.79 9 . 80::t 1 . 00 
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る線量当量は年間2.18X10-4μSvと非常に低い。

2) 周辺監視区域境界付近の平均放射性物質濃度

気象条件として，大気安定度 F，最多風向を北東と

して原子炉から南西方向へ70mの周辺監視区域境界

付近で最大濃度となる。風速2.6m/secとして角

田，飯島の『英国法による濃度分布計算図~ (JAERI 

-1101)によると，高さ 16mの排気筒からの放出量

1 (Bq/hr)，風速 1m/secで，大気安定度 Fの場合

の最大地表放射性物質濃度は約1.15 x 10-7Bq/m:! 

で，その出現地点、は風下約700mである。

最大地表放射能濃度 (Bq/m~) 

1. 15x10-7(Bq/m勺×排気口での放出率(Bq/hrJ

2.6 

(μSv/h) 

測定年月

平成元年 4月

5月

6月

4---6月

7月

8月

9月

7"-'9月

10月

11月

12月

10"-'12月

平成 2年 1月

2月

3月

1 ---3月

年平均

0.50 

0.40 

0.30 

0.20 

H時音 室
O仏.1叩O寸i:-:山ヤ，-九.

' 汚染検査室

O 
平成 4 6 7 8 9 10 11 12 平成 2
元年 2年

第 4-4図 トレーサー・加速器棟における月間平均 7線線量当量率の変動

第 9表 原子炉施設におけるエリアモニタによる 7線線量当量率

原 子 炉 原 子 合戸
原子炉室西壁 実 験 F主ι. 

遮蔽タンク上部 遮蔽タンク下部

原子炉原子炉全平均

運転中休止時
原転子炉中原子炉全平均
運 休止時

原子転炉中原子炉全平~
運 休止時

原子炉原子炉全平暁

運転中休止時

4.1 O. 18 0.22 1.9 O. 28 O. 30 0.47 0.29 O. 29 0.19 0.18 0.18 

8. 5 O. 32 O. 72 4.2 O. 28 O. 49 0.85 0.29 O. 29 O. 21 O. 18 0.19 

7. 2 O. 22 1.4 3.5 O. 28 O. 83 0.62 0.29 O. 34 0.20 O. 18 O. 18 

6. 6 O. 24 O. 78 3.2 O. 28 O. 54 0.49 O. 29 0.31 O. 20 O. 18 O. 18 

5.9 0.27 2.4 4.3 0.22 O. 70 3.1 O. 22 O. 30 0.27 O. 18 O. 19 

5. 5 O. 23 0.53 2.9 O. 32 0.44 O. 60 0.26 O. 28 0.17 O. 15 0.15 

6. 4 O. 23 0.81 3:3 O. 32 O. 59 O. 59 0.29 O. 31 O. 18 0.17 0.17 

6.0 0.24 1.2 3.6 O. 29 O. 76 1.6 0.26 O. 30 1.2 0.17 0.17 

7.4 0.19 1.1 4.3 O. 31 O. 79 0.64 0.29 O. 33 0.18 0.16 O. 16 

7. 2 0.18 1.0 4.1 0.31 O. 76 0.68 O. 29 O. 34 0.18 0.16 0.17 

7.0 O. 18 1.1 3.9 O. 31 O. 87 1.2 O. 30 O. 50 O. 78 0.17 O. 35 

7.2 0.18 1.1 4. 1 0.31 O. 81 O. 84 O. 29 O. 39 0.39 O. 16 0.23 

6. 0 O. 16 O. 59 4.2 O. 30 O. 59 O. 74 0.30 O. 33 O. 18 0.17 0.17 

6. 6 0.16 0.27 3.5 O. 29 0.35 O. 65 0.30 O. 30 O. 16 0.16 O. 16 

3. 3 O. 16 0.28 1.8 O. 28 O. 34 O. 64 0.31 O. 32 O. 16 O. 16 O. 16 

5.4 0.16 0.39 3.4 O. 29 0.43 0.69 0.30 O. 32 O. 18 O. 16 O. 16 

6.3 0.21 O. 87 3.6 O. 29 O. 64 O. 91 0.29 O. 33 0.49 0.17 0.19 

- 34 -

(μSv/h) 

積算熱

出力量

CW. hr) 

2. 54 

28. 53 

61. 87 

92. 94 

22. 56 

19. 27 

36. 85 

78. 70 

61. 90 

51. 10 

53. 64 

166.64 

27.64 

6.66 

8.53 

42.83 

(381.11) 
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3) r線外部被ばくによる線量当量評価

大気安定度 Fの場合，放出率 1Bq/hr， r線エネ

ルギー 1MeV，その時の風速 1m/sec，排気筒の高

さ16mに対しての放出点から最も近い人家のある地

点、で予想される被ばくは 8.1X10-12μSv/hrと計算

される。線量当量評価のうち α線の被ばくは含まず，

スカイシャインについては問題とならない。

被ばく評価値(μSv/年間)=8.1 x 10-12 (μSv/hr) 

×平均41Ar放出率 (Bq/hr)X C x t (hr )/2.6 

第10表 綜合モニタによる原子炉施設における放射線管理記録

担IJ 定 項 目
平成元年

7........9月 10........12月
平成2年

B.G.*4 
4........6月 1........3月

排気ロダスト βγ*1 平均 値 O :t 3.6410 :t3.4710 :t3. 9910 :t 3.94 15. 9:t2. 15 

(10-HBq/cm3) 最高値 4.03:t3.88 20. 6:t4. 6110 土4.6110 士4.93 

排気口ダスト α* 1 平均 値 0 :t4. 991 0 土4.6310 :t 5. 741 0 :t 5. 74 3. 88:t0. 72 

(1O-ilBq/cm3
) 最高値 6.17土6.89 8. 44:t7. 22 5. 39:t 13.6 6.46土10.8 

排気口ガス βr * 1 平均値 O :t 2.3510 :t2. 2010 :t2. 281 0 

水

C10-38q/cm3
) 最高値 1. 32土2.39 2. 63:t2. 281 0 土2.3510

βγ*2 平均値 O. 37土2.9510 :t 2. 95 1.83:t3.4210 

(10-2Bq/ cm:l
) 最 高値 5.86:t3. 09114. 6:t3. 371 0 
-..1.-ー l

本 l 天然のラドンおよびトロン系の崩壊産物を差引いたもの

叫 廃液貯留槽A-2槽より綜合モニタによる測定

判 廃液貯留槽A-4槽より採7]<法による測定

川 原子炉運転休止時のバックグラウンドレベル

:t3. 571 0 

第11表 トレーサーの排気口における空気中放射能濃度

:t 2.26 19.8土1.08 

:t2.43 

:t 3.48 27. 8:t4. 90 

士3.57 

空気中放射能濃度 :β7 空気中放射能濃度 :α
測定年月日

平成元年 4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

平成 2年 1月

2月

3月

年 平 均

CCPS) 

年 平 均

CBq/cm :l) 

一一測定停止

*標準偏差

空 気中飽和値

cps 

1 . 8........ 6 . 0 (3.89) 

2.0........10.0 (5.80) 

2. 0........ 9 . 0 (4.65) 

o . 95........ 5 . 5 (3.68) 

1 . 6........ 5 . 0 (2.4 ) 

1. 4........9.0 (5.08) 

2. 8 ........10.0 (5.91) 

2.5-12.0 (6.09) 

2. 0........12.0 (4.97) 

2. 0........ 9 .9 (6.04) 

2. 2 -9 . 0 (5.55) 

3. 0 ----12. 0 (6.77) 

5.07士1.24* 

2.30 x 10-6 

吸引停止17時間後

cps 

o . 30........ 0 .40 (0.36) 

o . 30........ 2 . 78 (0.47) 

o . 32........ 1 . 8 (0.45) 

o . 35--0 . 55 (0. 46) 

0.40--0.50 (0.44) 

o . 39........ 0 . 50 (0.43) 

o . 20........ 0 . 44 (0.38) 

o . 31........ 0 . 55 (0.42) 

o . 30---0 .44 (0.37) 

o . 31........ 0 . 46 (0.39) 

o . 32---0 . 43 (0.39) 

o . 32........ 0 .42 (0.37) 

o . 41土0.039*

1. 86x10-7 

- 35-

吸引中飽和値 吸引停止17時間後

cps cps 

O. 1........ 0 . 25 (0. 19) < O. 10 (< 0.1) 

O. 1........ 0 . 40 (0.20) < O. 10 (< O. 1) 

0.12--0 .38 (0.19) < O. 10 (< 0.1) 

< 0.1 (< 0.1) <0.10 (<0.1) 

< 0.10 (< 0.1) 

< O. 10 (< O. 1) 

< O. 1 --0.38 (0.24) <0.10 (<0.1) 

0.15--0.88 (0.32) <0.10 (<0.1) 

< 0.1 ........0.50 (0.29) <0.10 (<0.1) 

< O. 1 --0.40 (0.24) < O. 10 ( < O. 1) 

O. 14........1. 00 (0.26) < O. 10 (< O. 1) 

0.15........0.38 (0.23) < O. 10 (< O. 1) 

0.23士0.061* <0.1 

4.74X10-8 < 2.06 X 10-8 
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c エネルギー補正係数1.242(4 lArの7線エネ サー・加速器棟における廃水中の全β放射能濃度を第

ルギーに対する 17表に示した。

当該期間の時間 (365x 24hr) これによると原子炉施設廃水は採水法による測定で

2.6:調和平均風速 Cm/sec) 最高2.9x 10-宮 q/m2で当所の廃水中の調査レベル

以下であり，年間の放出量は8.4x 108Bqであった。

3.2.2 廃水中の放射能濃度 原子炉施設における放射性液体廃棄物の放出管理目標

廃水中の放射能濃度は放射線綜合モニタにより A 値は 40K換算で年間3.7x 107Bqで平成元年度におい

-2槽について連続測定し排水溝へ放出する前には ては充分下回っている。トレーサー・加速器棟の廃水

採水法により測定を行った。原子炉施設およびトレー については最高8.6XlO-1Bq/m2，年間の放出量は6.5 

第12表 管理区域(原子炉室)における全β空気中放射性物質濃度
単位:10-'; (Bq/cm:!) 

ダスト吸引中飽和値 吸引停止10時間後 吸引停止17時間後
年 月

原子炉運転中 休 止 時 原子炉運転中 休 止 時 原子炉運転中 休 止 時

平成元年 4月 1. 91 2.50 0.117 O. 143 O. 055 O. 052 

5月 2.40 2.42 O. 139 O. 156 O. 050 

6月 2.26 1. 89 0.156 O. 183 O. 015 0.037 

7月 2. 05 2. 38 1. 60 1. 95 O. 427 0.546 

8月 2.27 2.89 1. 70 2.00 1. 18 0.092 

9月 2.17 3.03 1. 85 1. 97 O. 072 O. 092 

10月 3.84 4.35 2. 32 2.07 O. 138 O. 139 

11月 4. 91 4. 75 2. 29 1. 85 O. 123 

12月 6. 72 5.48 2. 86 2.20 O. 093 1. 435 

平成 2年 1月 5.29 5. 76 2. 31 2. 29 1. 17 0.432 

2月 5.01 5.11 1. 96 1. 84 O. 092 0.743 

3月 3. 84 4. 85 2. 02 1. 57 O. 587 

年平均 3.56::1:: 1. 62申 3.78::1:: 1. 39牢 1. 61 ::1::0.95牢 1. 52土0.84* 0.31士0.44宇 0.42::1::0.44 * 

*標準偏差

第13表 トレーサー・加速器棟管理区域における空気中放射性物質濃度

単位:10-7 Bq/cm:l 

吸引中飽和値 吸引停止10時間後 吸引停止17時間後
年 月

範 囲 平均値 範 囲 平均値 範 囲 平均値

平成元年 4月 5.70----16.9 10. 89士 4.41 0.84----4.23 2. 03::1:: 1. 28 0.42----2.74 1. 22士O.76 

5月 5. 50----20. 8 14.96::1:: 5.85 O. 63-4. 55 2. 63土1.78 0.42----3.04 1. 32土1.00 

6月 4.44----15.8 10. 17::1:: 3.60 O. 72-3. 16 1.59::1::0.81 0.42----1. 10 0.82土0.28

7月 5.67----14.。11. 63土 3.27 1.28----3.37 2.17:1::0.74 1. 06----2. 32 1. 51土0.43

9月 3.15----77.3 20. 09::1:: 23. 35 0.84----3.36 1. 58::1::0. 97 O. 42---2. 09 1. 00::1::0. 60 

10月 7. 41---22. 6 13. 95土 5.52 1. 08---4. 69 2.19::1::1. 39 O. 22---3. 63 1. 43士1.21 

11月 9.47---18.2 13.65::1:: 3.11 0.64-3.32 1. 64土0.89 O. 21---3. 32 1. 13士0.93

12月 28.7----48.1 35. 93:1:: 10. 60 4.8 --7.85 5.99士1.63 2.88---4.53 3. 53士0.88

平成 2年 1月 11.9 --32.4 20.68::1:: 8.10 O. 85---6. 53 3. 32士2.08 0.74--4.42 2.19土1.41 

2月 9. 87--36. 8 15.73::1:: 8.18 O. 96--4. 08 1. 88::1::0.98 O. 64---2. 57 1.15::1::0.61 

3月 ，、、， ~ ，、、~

年平均 16. 77士7.60* 2. 50士1.34宇 1.53::1::0.79申

*標準偏差
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第14表 周辺監視区域境界付近における空気中放射性物質濃度

単位1O-7Bq/cm3

年 月 吸引中飽和値 吸引停止10時間後 吸引停止17時間後

平成元年 4月13日 7. 7 o. 43 0.21 

5月 8日 9. 7 O. 84 O. 42 

6月14日 3.4 1.5 1.3 

7月18日 8. 6 O. 42 O. 21 

8月 8日 8. 7 0.42 O. 21 

9月11日 9. 7 0.'63 O. 21 

10月12日 11. 7 O. 84 O. 21 

11月22日 16.1 1. 39 1. 18 

12月11日 13. 9 O. 86 O. 64 

平成 2年 1月19日 11. 8 O. 43 O. 21 

2月 2日 7. 7 0.64 O. 21 

3月28日 11. 9 O. 95 O. 64 

平 均 10.1:t 3.4* 0.76:t 0.40キ 0.47土0.40牢

本標準偏差

第15表放射性気体廃棄物の放出量 (原子炉施設全体)

実 損リ 値 計算によるい lAr)

運転実績 放出実績 放出率 排気口の平均濃度 備考
全希ガス その他

期間 (W・h) (Bq) (Bq Ih) (Bq/cm:!) 

平成元年
検以出限下※ 界 92. 94 1.4X107 6.3 X 103 2.4XI0-6 

4月---6月

7月---9月 11 78. 70 1.2X107 5. 3x 103 2.0XI0-6 

10月---12月 11 166. 64 2.4X107 1.1X104 4.0 X 10-6 

平成 2年
!I 42. 83 6.3X106 2.9 X 103 1.1X10-6 

1月---3月

平成元年度 11 381. 11 5.6X107 6. 4x 103 2.4X10-時

※ 検出限界:1. 7 X 103 Bq/sec 

放出管理目標値:1. 8x 108 Bq 
「放射線管理マニュアル」に定める値(1.48 x 105Bq/h)に，当施設の年間の最大運転実績として

1200時間より放出目標値は年間 1.8X108Bqで、ある。

第16表 原子炉施設の周辺監視区域境界付近における気体廃棄物による実効線量評価

間 | 平成元年4月~平成 2年 3月

績 381.11 W • hr 

績 5.6XI07Bq

率 6.4X 103 Bq/hr 

期

運

放

放

実

実

出

転

出

排気口の平均放射性物質濃度

周辺監視区域付近の平均放射性物質濃度

7線外部被ばくによる実効線量当量

2.4 X 10-6 Bq/cm 3 

2. 9 x 10-l 0 Bql cm:! 

2.2 x 10-4μSv/y 

- 37-
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x 104Bqとなった。廃水試料の 7線核種分析結果を LBC-451)で測定し，その結果を第四表に示した。

第18表に示したが，これによるといずれの施設におい これによると減速水は両タンクとも，年 3回交換を

ても 137CSが0.1Bq/p-オーダーの低レベルで，他に 行ったが.最高値は2.4X lO -~l B q /m  Q で原子炉運

自然放射性核種である 40Kが検出された。 7線核種 転の稼働時間によって減速水の全 β放射能濃度は3.8 

分析は環境試料水については約20P-.植物試料は生体 x 10-5---2. 4 x 10-:lBq/m P-に変動している。平成

約1kg. 土壌については200gを採取し，それぞれ蒸 元年度北側および南側燃料タンク内の，減速水(交換

発乾因物，灰分および乾土をプラスチック容器(ゆ 50 は年 3回)中の核種分析の結果を第20表に示した。こ

mm)に入れ，真性Ge半導体検出器(有効体積80mP-• れによると検出された核種は日5Znのみで最高値は平

プリンストンガンマテック社製の同軸型).測定系と 成 2年 1月に採水のそれぞれ Sタンク減速水の65Zn

して NAIG社製多重波高分析器，データの収集およ で1.5 x lO-OBq/m P-であった。これらはいずれも

び解析には横河ヒューレットパッカード社製 HP-45 燃料体および燃料タンクの材料である AP-中の成分

コンピュータを用い測定し r線スペクトル分析によ の放射化によって生成されたものと思われるが.原子

り核種分析を行った。検出器は日OCo1332 keVの7線 炉運転実績および採取時期に大きく影響される。

に対する相対検出効率は20%. 半値巾は2keVの特性

をもつもので，密着状態で測定を行った。原子炉燃料 3. 3 表面汚染密度の測定

タンク 2槽 (60P-容)中の減速水の全β放射能濃度を 原子炉施設およびトレーサー・加速器棟の管理区域

ローバックグラウンド 2πガスフロー計数装置 CAloka 内 L第 5，6図)における床， ドラフト，流しおよび

第17表廃水中の全3放射能濃度 単位:10-:1 Bq/m Q 

原子炉施設 トレーサー・加速器棟
期 間

変動 範囲 平均値 変動範囲 平均値

平成元年 4月---6月 0.19 ---0.21 0.20土0.017牢 0.44---0. 86 O. 61:!:0. 017* 

7月---9月 O. 056---0. 21 0.16 :!:O. 0084 0.20--0.53 0.41:!:0.015 

10月---12月 0.18 --0.29 0.22土O.010 0.42---0.53 O. 48:!:0. 016 

平成 2年 1月---3月 O. 12 ---0.24 O. 18:!:0. 011 0.42---0.47 0.45:!:0.035 

*標準偏差

第四表廃水中の 7線核種分析結果 単位:10-5 Bq/m Q 

原子炉施設 トレーサ-・加速器棟
期 間

Cs-137 K-40 Cs -137 K-40 

平成元年 6月 2. 41士0.11申 16. 61:!:1. 59* 6. 03土O.15牢 31. 86:!: 1. 26* 

9月 1. 52:!:0.11 9.21:!: 1. 44 11. 40:!:0. 19 37. 37土1.37 

12月 2. 66:!:0. 11 12. 54:!: 1. 55 5. 85:!:0.19 37. 74土1.33 

平成 2年 3月 1. 89:!:0.11 14. 73土1.55 4. 92:!:0.15 37. 74土1.33 

*計数誤差

第19表減速水中の全S放射能濃度 単位:10-5 Bq/m P-

北 側 タ ン ク 南側 タ
一/

ク
期 間

変 動範 囲 平均値 変動範囲 平均 値

平成元年 4月---6月 3. 8--31. 7 17.8土 19.7キ 6.6--10.0 8.3土2.40*

7月--9月 7.2---126.6 68. 0土 59.7 6. 2---103. 6 64.0土51.2 

10月---12月 47. 8--239. 1 162. 1:!: 101.。 59. 7---224. 7 157.9士88.0 

平成 2年 1月---3月 12.7--112.。 62.4:!: 70.2 14. 8---153. 1 84. 0:!:97. 8 

申標準偏差
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第20表 減速水中の 7線核種分析結果

単位:10-5 Bq/mQ 

間 |核種|北側燃料タンク|南側燃料タンク

実験台の表面汚染密度の測定はサーベィ法およびスミ

ア法によって定期的に行った。スミア法による表面汚

染密度の測定は全β放射能濃度をアロカ製 21[ガスフ

ロー・ローパックグラウンド計数装置 CLBC-451)

により， 3Hによる表面汚染密度についてはパッカー

ド社製液体シンチレーション計数装置 CTri-carb

2250)によって行った。 1月に 1回，原子炉施設18定

点， トレーサー・加速器棟44定点について測定を行っ

期

平成元年 8月 Zn-651 1. 18::tO. 15本 1. 22::tO. 19ヰ

10月 !I ND O. 74::tO. 22 

平成 2年 1月 /1 1. 22士0.19 1.52::tO.19 

牢計数誤差

原子炉室
使核
用燃

18場料
17010所

11 
0 /原子炉¥

¥ ・ ノ岡

山

出

0床 田排水ポンプ上部

⑩ストーンテーブル ・遮蔽タンク上部
A 側壁

第 5図 原子炉施設における表面汚染密度測定点
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第 6図 トレーサー・加速器棟における表面汚染密度測定点
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た。スミア法による表面汚染密度の測定結果を第21- 区域内の 7線線量当量率は0.061---0.11μSv/hr. 原

24表に示した。原子炉施設における最高値は3.5X 子炉施設敷地外のモニタリング地点ではO.050---0. 11 

10-4Bq/cm2と調査レベルの1/1000以下であり，顕 μSv/hrと変動し，顕著に高いレベルの場所はな

著な表面汚染の事例は無かった。トレーサー・加速器 かった。

棟の加速器室以外での最高値はRI実験室・床におい

て1.8x 1O-2Bq/cm2を示したが，これは調査レベル

以下であったし，また汚染した個所については再度測

定の結果，除染され全くパックグラウンドレベルに低

下したことを確認した。平成元年度の中性子発生装置

の運転利用実績は 0時間であったが，加速器室内 6測

定点における最高値は1.8 x 10-2Bq/cm 2で、加速器室

外への汚染の拡大はなかった。平成元年度に放射性汚

染の異常例はなかった。

4.野外管理

野外管理は原子炉施設保安規定に定めるサンプリン

グ地点(第 7図)において，環境 7線線量当量率は

1ヶ月間の積算線量を基に計算により，陸7i<.植物お

よび排水溝沈泥土などの環境試料中の全3放射能濃度

は3月間に 1固定期的に測定を行った。

4.1 環境r線線量当量率

環境 7線線量当量率の測定は TLD(UD -2008) 

を用い，原子炉施設を中心に1.5kmの範囲内11サン

プリング地点に 1月間設置して測定した積算線量当量

より月平均 7線線量当量率を計算し，第25表，第 8図

に年間の変動を示した。これによると原子炉周辺監視

第21表 全β放射能表面汚染密度の月別変動

単位:10-5 Bq/cm 2 

年
原子炉

月 |ふん 日| トレーサー・加速器棟
8也 員又

平成元年 4月 < 14 <868 (加速器室・ター

ゲット付近・床)

5月 <20 <11.2 (R 1棟入口・床)

6月 < 14 <348 (R 1室・床)

7月 < 35 <306 (L -2室・流し〉

8月 < 15 <837 (H '-2室・ドラフト)

9月 < 19 <89.3 (L-2室・流し)

10月 < 19 <362.2 (H-2室・ドラフ卜〉

11月 < 5.7 < 1776 (加速器室入口・床)

12月 <22.5 <339 (加速器室流し下・床)

平成 2年 l月

2月l<661<日(加速器室流し下床)

3月 < 10 1<792 (加速器室入口・床)

4.2 環境試料中の全匹放射能濃度

原子炉棟およびトレーサ一・加速器棟よりの排水経

路に沿ったサンプリング地点，原研前および原子炉よ

り1.5kmにある小阪下水処理場において採取した陸

水，植物および排水溝沈泥土の全3放射能濃度を第26

---28表に示した。陸水の全β放射能濃度は (2.0---5.1) 

x lO-'IBq/m f2であった。植物試料は，いね科，な

どの下草、さんごじゅ科およびつばき科について調査

しこれらの植物の葉茎部の全β放射能濃度で示し，

3.0--11. 4Bq/g灰分であった。採取場所，採取時期

第22表 スミア法による原子炉施設における全β表

面汚染密度

No. 混リ 定 {立 置
全3表面汚染宮度

ClO-5Bq/cm2) 

洗面台付近
<20.4 

床
モニタ室

2 管理区域境界付近
<35.1 

床

3 床 < 11.2 
天 秤 室

4 サイドテーブル < 9.37 

5 床 < 15.8 
調リ 定 室

6 サイドテーブル < 18.6 

7暗 室 床 く 10.3 

8実 時食 室 床 < 7.53 

9廊 下 床 < 11. 2 

10 遮蔽タンク上 < 14.0 
原子炉室

11 床 < 10.3 

12核 燃 料 床 < 8.45 

13保管場所人口付近 < 6.62 

14コントロール 床 < 6.62 

15排気機械室 ダクト側壁 <24.1 

16排水ポンプ室 ポンプ上部 <27.8 

17核 燃 料入口付近・床 < 9.37 

18取扱場所 床 <21. 3 

19核燃料使用場所 床 <22.5 

- 40ー
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第23表 スミア法によるトレーサー・加速器棟における全β表面汚染密度

No. 視リ 定 位 置
全点表面汚染密度

No. 調リ 定 位 置
全3表面汚染密度

(1Q-5Bq/cm2) (10-5 Bq/c mり

RI 実 男貧 室 流 し < 264 21 低レベル実験室(L-1)床(1) < 287 

2 RI 実 男貴 室 床(1) < 870 22 低レベル実験室(L-1)床 (2) く 61.8 

3 RI 実 再責 室 床 (2) < 1720 23 日音 室 流し < 34.2 

4 RI 実 時食 室(2) 床 < 193 24 日音 室 実験台 < 48.9 

5 廊 下(H室前) 床 < 163 25 暗 室 床 < 25.0 

6 高レベル実験室(H-2)ドラフト < 837 26 測定室 床(1) < 31. 4 

7 高レベル実験室(H-2)流 し く 303 27 測定室測定台 (北) < 14.0 

8 高レベル実験室(H-2)床 (1) < 93.9 28 測定室測定台 (南) < 101 

9 高レベル実験室(H-2)床 (2) < 59.0 29 測定室 床 (2) < 296 

10 高レベル実験室(H-1)ドラフト < 17.6 30 廊下(測定室前) 床 < 298 

11 高レベル実験室(H-'--1)流 し < 74.6 31 汚染検査室 床(1) < 31. 7 
12 高レベル実験室(H-1)床 (1) < 64.5 32 汚染検査室 床 (2) < 38.8 

13 高レベル実験室(H-1)床 (2) < 34.2 33 汚染検査室 床 (3) < 36.9 

14 廊 下(L室前) 床 < 71. 9 34 汚染検査室 床 (4) < 34.2 
15 低レベル実験室(L-2)ドラフト < 153 35 汚染検査室 測定台 < 14.0 

16 低レベル実験室CL -2)流 し < 132 36 加速器操作室 床 < 34.2 

17 低レベル実験室(L-2)床 (1) く 48.0 37 加速器室(入口) 床(1) < 1780 

18 低レベル実験室(L-2)床 (2) < 218 42 排気機械室(2 F) ダクト付近 < 22.2 

19 低レベル実験室(L-1)ドラフト < 237 43 排水ポンプ室 ポンプ付近 < 13.1 

20 低レベル実験室(L-1)流 し < 44.3 44 トレーサー棟入口 床 < 11. 2 

第24表 スミア法によるトレーサー・加速器棟における3H表面汚染密度

No. 調リ 定 位 置
3H表面汚染密度

(10-4 Bq/cm2) 
No. 調リ 定 位 置

3H表面汚染密度

(10-4Bq/cm) 

R 1 実験室 流し < 23.2 23 日音 室 流 し < 10.5 
2 R 1 実験室 床(1) < 52.6 24 日音 室 実験台 < 14.8 
3 R 1 実験室 床 (2) < 53.5 25 日音 室 床 < 5.97 
4 R 1 貯蔵室(2) 床 < 15.8 26 測定室 床(1) <30.9 
5 廊 下CH室前) 床 < 6.64 27 測定室測定台 (北) < 4.43 
6 高レベル実験室(H-2)ドラフ卜 <274 28 測定室測定台 (南〉 < 6.07 
7 高レベル実験室(H-2)流 し < 58.8 29 測定室 床 (2) < 6.86 
8 高レベル実験室(H-2)床 (1) < 17.2 30 廊下(測定室前) 床 <20.4 
9 高レベル実験室(H-2)床 (2) < 8.29 31 汚染検査室 床(1) < 16.3 
10 高レベル実験室(H-1)ドラフト < 5.91 32 汚染検査室 床 (2) < 7.78 
11 高レベル実験室(H-1)流 し < 9.2 33 汚染検査室 床 (3) < 10.4 
12 高レベル実験室CH-1)床 (1) < 6.51 34 汚染検査室 床 (4) く21.7 
13 高レベル実験室(H-1)床 (2) < 9.82 35 汚染検査室 測定台 < 2.29 
14 廊 下(L室前) 床 < 6.32 36 加速器操作室 床 < 5.14 
15 低レベル実験室(L-2)ドラフト < 17.5 37 加速器室(入口) 床(1) <39.8 
16 低レベル実験室CL -2)流 し < 27.6 38 加速器室ターゲット付近 < 11. 1 
17 低レベル実験室(L-2)床 (1) < 9.24 39 加速器室ターゲット下台 < 108 
18 低レベル実験室(L-2)床 (2) < 24.8 40 加速器室・流し・床 <54.3 
19 低レベル実験室(L-1)ドラフト < 40.4 41 加速器室・床 < 9.94 
20 低レベル実験室(L-1)流 し < 4.76 42 排気機械室(2 F)ダクト付近 < 5.93 
21 低レベル実験室(L-1)床 (1) < 86.6 43 排水ポンプ室 ポンプ付近 <25.0 
22 低レベル実験室(L-1)床 (2) < 6.88 44 トレーサー棟入口 床 < 5.20 
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によって同一種を試料とすることがむつかしく，全3

放射能濃度の変動が大きい。そこで，一年を通じて採

取が可能なものとして“つばき" “さんごじゅ"選ん

だが，つばきは全β放射能濃度は下草類の全β放射能

濃度のおよそ1/3---1/2となり、さんごじゅについて

はその中間の濃度となっている。このことは全戸放射

能濃度がカリウム含有量などに大きく左右されている

ことに起因していると思われる。排水溝など沈泥土に

ついてはO.77---0. 99/g乾土と採取地による差はあま

りなかった。

4.3 環境試料の T線核種分析

陸水および植物の 7線核種分析結果を第29-31表に

示した。陸水試料について，検出された核種は 40K

など自然放射性核種で 137CSは検出されなかった。植

物試料の 7線核種分析の結果においても，検出された

核種は 40K， 7 Beなどの自然放射性核種のみで，

137 Cs濃度は検出限界以下で，チェルノブイリ原発事故

の影響 J) 2) も少くなったものと思われる。カモジクサ

など下草類と“ツバキ"についての核種分析結果の相
O測定点

第7図 原子炉施設周辺における測定点

第25表環境 7線線量当量率の変動

No. 調リ 定 位 置 変動範囲 (x10-2μSv/h) 年平均 (x10-2μSv/h) 

原子炉より北西 40m 6. 11 ---9. 30 8. 34土0.81* 

2 原子炉より北東 50m 6. 94--11. 06 9. 50::1::: 1. 02 

3 原子炉より南西 50m 6. 30---9. 62 8.63::1:::0.83 

4 原子炉より南東 50m 6. 33~ 9.74 8. 62::1::: 1. 12 

5 原子炉より南 100m 5.03--8.37 6. 98土O.84 

6 原子炉より北東 300m 6.97--11. 03 9.23::1::: 1. 09 

7 原子炉より北東 1500m 6.04~ 9.76 8.26::1:::0.93 

8 原子炉より北西 500m 5.69--9.26 8.00::1:::0.92 

9 原子炉より北東 700m 6.83--11.12 9.34::1:::0.87 

10 原子炉より西 900m 6.35---9.98 8. 57土O.87 

11 原子炉より北西 (6F)50m 5.58~ 9.35 7.59::1:::0.85 

牢標準偏差

第26表陸水の放射能

蒸発残誼量 カリウム含有量 全 β放 射能 濃度

採水場所 (mg/ k!) (mg/ k!) (10-4 Bq/m k? ) 

変動範囲 平 均 値 変動 範 囲 平 均 値 変 動 範 囲 平 均 値

上小阪下水処理場 248---390 358::1::: 76 * 6.34--9.05 7.62士1.11 * 1. 95--3. 90 2. 91土O.87* 

原子力研究所前 262---510 386::1:::109 4.06---10.60 7.34::1:::2.74 2.42--4.26 3.37::1:::0.88 

原子力研究所上流 271---576 396土134.84 3. 31---9. 94 7. 16土2.87 2.34--5.09 3.56::1::: 1. 25 

本標準偏差
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第 8-1図 周辺監視区域境界における月間平均 7線線量当量率の変動
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森嶋他:放射線管理

第27表植物の放射能

採取場所 種類 生体水分 C%)
乾物当灰分 灰分当カリウム 全3放射能濃度

(%) (%) (Bq/g灰分)

小阪下水処理場 さんごじゅ科
55. 2--77.9 5.3--10.0 10.8--15.3 4. 59---8. 34 

(68. 0土9.7キ) (8. 28土2.22牢〉 (13. 6i:2. 1*) (5. 67i: 1. 80本〕

いね科
66.7--83.2 6. 0--9. 2 22. 6---44. 7 5.24---11.38 

(72. 7士7.3) (7. 88士1.36) (33.3i:11.!) ( 7. 29 i: 2. 83) 
原子力研究所前

つばき科
48. 7--67. 7 6.2---8.5 5.96---8.36 3.00---3.70 

(58. 0i:8. 0) (7. 55i:0. 97) (7. 50 i: 1. 09) (3. 32i:0. 31) 

( )平均値 牢標準偏差

第28表 排水系路における沈泥土の全β放射能濃度

単位:Bq/g乾土

採 取 地 l変動範囲 l平均 値

小阪下水処理場 IO. 782--0. 882 10. 838士0.050*

原子力研究所前 IO. 832---0. 894 I O. 873 i: O. 028 

原子力研究所上流 IO. 768---0. 994 10. 878 i: O. 096 

*標準偏差

第29表陸水の 7線核種分析結果

採取場所 採取年月 K-40 Bi-214 

原子力 研究所上流

平成元年 6月 2. 38士0.17 ND 
9月 2. 12i:O. 18 ND 
12月 2. 21土0.17 ND 

平成 2年3月 2. 22i:O. 18 ND 

原子力 r発所前π 

平成元年 6月 1. 97i:O. 17 ND 
9月 3.12土O.20 ND 
12月 2. 53i:O. 18 ND 

平成 2年 3月 1. 85士O.18 ND 

平成元年 6月 2. 20士0.17 ND 

阪下車 理処場
9月 2. 14i:O. 17 ND 
12月 1. 80i:0. 19 ND 

平成 2年 3月 2. 21士0.16 ND 

ND:検出限界以下

第30表植物試料の 7線核種分析結果

採取
採取年月 試料 K-40 Pb-212 Pb-214 Bi-214 Be-7 

場所

原 平成元年6月 カモジグサ 172. 3士2.3 ND ND ND 10.5:t1.40 

子 9月 " 65. 9 ::1: 1. 2 ND ND ND 8.48士0.61

力 12月 " 143. 9 ::1: 3. 3 ND ND ND 12. 0 ::1: 1. 52 

研 平成2年3月 11 17し2::1:2. 3 ND ND ND 2.76::1:0.74 
守ブ恒L 

平成元年6月 ツ バ キ 102. 9 ::1: 2. 7 5.83::1:0.23 3.83::1:0.26 3.23士0.24 ND 
所

9月 ツ バ キ 82. 9 ::1: 2. 0 3.43::1:0.17 2.20::1:0.19 1. 96土0.17 6. 99:t1. 11 
構 12月 ツ バ キ 93. 3士2.3 5.45::1:0.20 3.19::1:0.22 2.72::1:0.21 ND 
内 平成2年3月 ツバキ 77. 6 ::1: 1. 6 6.29土0.153.20::1:0.17 2.81::1:0.16 3.36土0.83

J阪下水l、処理場
平成元年6月 サンゴジュ 120. 0 ::1: 3. 6 1.17::1:0.20 2.15::1:0.25 1. 30土0.2312.4土2.56

9月 " 46. 4 ::1: 1. 3 0.46土0.100.70土0.120.56土O.10 5.21土0.74

12月 " 120. 9土2.7 0.66土0.170.95土0.21 ND ND 
平成2年3月 " 113. 1 ::1: 1. 6 1.12::1:0.10 0.87土0.120.88士0.11 2.42::1:0.70 

ND:検出限界以下
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単位:10-4 Bq/m.e 

Cs-137 

ND 
ND 
ND 
ND 

ND 
ND 
ND 
ND 

ND 
ND 
ND 
ND 

単位:Bq/kg 

Ac-227 Tl-208 Cs-
137 

ND ND ND 
ND ND ND 
ND ND ND 
ND ND ND 

5.85土0.413.96::1:0.33 ND 
4.67::1:0.31 2.96士0.24ND 
6.43士0.373.51士0.28ND 
5.17::1:0.04 4.03土0.21ND 

4.61::1:0.41 0.95::1:0.30 ND 
1. 01土0.17 ND ND 
1. 78土0.31 ND ND 
2.58::1:0.19 0.87::1:0.15 ND 
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第31表河川沈泥土試料の 7線核種分析結果 単位:Bq/kg乾土

採取
採取年月 Ra-226 Pb-212 Pb-214 Tl-208 Bi-214 Ac-227 K-40 Cs-137 

場所

原子力空訴上研流

平成元年6月 25. 9::t7. 6 21. 8::t0. 86 11. 3::t O. 94 18.8土1.25 11. 6::t0. 87 18.9::t1.48 729::t12.2 1. 69::t0.43 

9月 28.3::t7.2 23.9土0.83 13.6::t0.91 19.0土1.19 11. 8 :t0. 84 21. 5土1.45 719::t 11. 7 1. 49土0.41

12月 30.8 ::t8. 7 21. 6::t0. 95 11. 1 ::t 1. 05 17.5::t1.37 10. 2:t0. 97 16. 1土1.59 680:t13.1 2. 26:t0. 48 

平成2年3月 31.1:t6.3 22. 7士0.73 10.2:t0.77 19.2:t1.06 8. 83:t0. 72 19.1:t1.28 616士10.1 1. 89:t0. 36 

原 3干 平成元年6月 24.7土6.9 19.3士0.81 11. 7士0.91 15.4:t1.17 11. 5:t0. 87 15. 7:t1. 41 734:t 12.0 2.67士0.43

子力元 9月 26. 7土7.0 21. 8士0.79 12.7士0.88 16.8土1.12 12. 2士O.82 21.2:t1.41 686:t 11. 2 1. 74士0.40

所 12月 26.4土7.1 22.1士0.81 10. 3:t0. 87 19.2士1.17 10. 0士O.81 19.5士1.41 747:t 11. 8 1. 79:t0. 41 

前 平成2年3・月 21.8:t6.3 27.1 ::t0. 76 11. 0士0.78 22.7士1.10 11. 3:t0. 74 23.4:t 1. 33 567:t 9. 77 1. 62:t0. 35 

平成元年6月 28.2土7.8 19.3士0.87 14. 0:t0. 98 18.2土1.27 12.4士0.91 16.6士1.47 660:t12.3 2. 47:t0. 44 
阪 9月 ND 19. 7:t:0. 86 12.4土0.96 15.5士1.22 11. 5士0.90 16.2:t1.46 672:t12.0 1. 59:t0.43 
下処

*~里 12月 22.3土7.3 21. 8:t0. 84 11. 9:t0. 92 19.0:t1.20 10.4士0.85 17.3:t1.43 688土11.8 1. 86土0.41

t~ 平成2年3月 ND 18.5:t0.77 11.8:t0.85 15.4土1.10 9. 66:t0. 80 15. 8:t1. 32 556士10.41. 85:t0. 39 

ND:検出限界以下

違は全 β放射能濃度についてもみられるように下草 5. ま と め
の~ 0 K 濃度が“ツバキ"の濃度の 2--... 3倍高い値

を，さんごじゅはやはりカモジクサとツバキの中間 平成元年度の原子炉施設およびトレーサー・加速器

の濃度を示した。また Th.U 系列の崩壊産物であ 棟における放射線管理に関する結果の概要を報告し

る212Pb. 21~Pb. 21"Biが“ツバキ"に顕著に検出 た。昭和61年 4月26日未明にチェルノブイリ原発事故

され，ツバキなど樹木類と下草類の内に特異性が見ら が発生したが，原子炉施設周辺の定期の環境放射能調

れる様におもわれる。 査において，長半減期核種である 137CSが，植物試料
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